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秋晴れの空のもと、１５日（木）に四つ葉学園陸上記録会が実施されました。これは、中止にな

った市内親善陸上大会の代替として行われたものです。会場は、親善陸上大会が行われるはずだっ

た三条・燕総合グラウンドです。このグラウンドは７年ほど前に全天候型に工事され、雨天でも大

会を行うことができます。土のグラウンドと違う感触に子どもたちはやや戸惑いながらも、その広

さにテンションが上がっていきました。

目指すは自己ベスト。自分との戦いです。子どもたちは、男女 100m、男子 1500 ｍ、女子 800 ｍ
から、自分が希望した種目に出場し、挑戦しました。仲間からの

声援を受けながら、広いグラウンドを思い切り駆け抜けた子ども

たち。次々と生まれる自己新記録に、

「え？ほんとですか？」

自分でも信じられない様子の子。タイムを聞くと、跳び上がって

喜ぶ子など様々でした。

互いに競い合う中で、自分を高めようと挑戦した子どもたち。

10月８日には、120周年記念運動会があります。この経験を生か
して、これからの学校生活をさらに充実していってほしいと願っ

ています。 （次ページに続きます→）



□女子 100ｍ １位 15'90 ３位 16'60
□男子 100ｍ ３位 14'45
□女子 800ｍ ２位 ３'05"18
□男子 1500ｍ １位 ５'55"０ ３位 ６'22"32
□女子 100ｍ×４ R ２位 １'５"59

３位 １'７"21
□男子 100ｍ×４ R ３位 １'１"21

４位 １'２"10

今年度は、国語・算数・理科の３教科を実施することとなりました。今から１５年ほど前、PISA
（OECD が行っている生徒の学習到達度調査）において、日本の子どもたちが他の国と比べて記述
問題の正答率が低く、特に無答（何も書かない）が多かったことが話題となりました。そこから自

分の考えを記述するということについて、様々な取組がなされるようになりました。井栗小学校で

は「三条市授業スタンダード」を活用し、授業の「まとめ」や「振り返り」を記述しながら表現力

の向上を図ってきました。

さて、８月下旬に報道にあったように結果が発表され、井栗小学校は以下のような傾向でした。

□国語

正答率は新潟県と同じくらいでした。国語はまず、資料（メモやイラスト）や文章を読み取る力

が求められます。今回は読み取った事柄から、「あなたが○○さんならどうしますか。」と自分の考

えを記述する問題が多く出題されました。記述式問題については、井栗小学校や県や全国とほぼ同

じくらいでした。授業の中で自分の考えを書いたり発表したりする学習を進めていきます。

□算数

正答率は新潟県や全国をやや下回っていました。考え方や理由を記述する問題は県や全国を上回

っていました。しかし、プログラミングに関する問題は下回っており、プログラムを書き直す問題

に課題が見られました。１人１台の端末が導入されスタートした GIGA スクール構想。井栗小学校
でも毎日のように端末に触れている場面を見ます。授業の中での使い方、学び方を学校全体でスキ

ルアップを図っていきます。

□理科

正答率は新潟県や全国と比較すると下回りました。理科に関する知識・技能は県や全国と同じく

らいですが、実験や観察の結果を分析し、自分の考えをもつことに課題が見られました。アンケー

トを見ると、「理科の勉強は好きですか。」の項目に肯定的に答えている子どもは、全国をやや上回

っているほどです。子どもたちの意欲を大切にしながら、課題解決に取り組んでいきます。

□児童質問紙

「井栗小学校グランドデザイン」に関わって、いくつか紹介します。

【成長の実感】

◯難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。

【楽校】

○学校にいくのは楽しいと思いますか。

肯定的な回答が、県や全国を上回っていました。

【心の育成】

◯人の役に立つ人間になりたいと思いますか。

肯定的評価が 100 ％でした。
【家庭・地域との連携】

◯地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。

これも肯定的な評価が、県や全国を上回っていました。子どもたちが地域の中で育まれ、大切に

されていることがうかがえます。今後とも学校教育にご支援・ご協力をお願いいたします。

入賞、おめでとう！



井栗小学校では、「児童運転」をグランドデザインに掲げ、子どもたちが自分たちで運動会を創り

上げていく過程を大切にしています。運動会実行委員会が組織され、

○実行委員長・セレモニーリーダ－ さん

○井栗っ子体操リーダー さん

○スローガン・イラストリーダー さん

○放送救護リーダー さん

○応援団長 白組 さん 副団長 さん

紅組 さん さん

と決まりました。各リーダーを中心に、運動会が進められていきます。

「井栗小の歴史に残せ 120 周年の W 優勝」は今年のスローガンです。スローガンチームがアイ

ディアを考え、全校に決めてもらいました。「W」は競技・応援の二つを意味しています。
井栗っ子体操チームは、曲と踊りを決め、ビデオ撮影しました。それを端末を通して各教室に配

信し、練習をお願いしました。

16 日は応援団結団式でした。スローガン紹介、応援合戦の先攻・後攻決め、応援団長の決意表明
がありました。また、互いの健闘を祈るエール交換も行いました。

実行委員長あいさつ 白組応援団長決意表明 紅組応援団長決意表明

白組から紅組へのエール 紅組から白組へのエール

21 日からは、朝学習の時間に応援練習が始まりました。応援団が各教室へ出かけ、応援指導を行
っています。初めての１年生も、一生懸命です。

８日（土）が運動会当日です。今年は開会式前に「120 周年記念事業 聖火リレー」、閉会式後に
「120 周年記念事業 バルーンリリース」を行う予定です。学校と地域・保護者の皆様と一緒にな
って、120回目の運動会を盛り上げていただけたらと思います。

創立120周年記念大運動会に向けて！



陸上記録会前日には、運動会の５年生応援団が中心となっ

て、６年生の激励のエールを送る「壮行会」が行われました。

６年生の各種目代表からの決意表明では、これまでがんばっ

てきたこと、大会でがんばることなどの話がありました。そ

の後、５年生応援団がはちまきを締め、１～５年生をリード

し、全校でエールを送りました。

「フレー、フレー、６年！」

応援団の声援に合わせて、全校で手拍子。６年生は少し照れながらもうれしそうでした。大会の好

記録は、みんなの思いが届いたおかげだと思います。

９日は授業参観でした。全学級で道徳の授業を行いました。

新型コロナウイルスの影響を受け、今年度初めての参観とな

りました。前半後半の入れ替え制、リモート会場の設置など

の対応しながらの参観となりましたが、多くの保護者の方か

ら来校いただき、ありがとうございました。子どもたちも、

うれしそうでした。

災害はいつ起こるか分かりません。今回は、休み時間の地震を想定して行いました。事前にシェ

イクアウト訓練を行いました。これは地震が起きたときに、

・まず低くなる。

・頭を守る。

・動かない。

の３つを自分の身を守るために行う訓練です。緊急地震速報 チャイム音を鳴らして行いました。

さて、本番では。

あちこちにちらばっていた子どもたち。放送の指示を聞いて避難できるか、これまでの訓練が

試される場面です。

非常音がなると、あちこちで机・イスが動く音がしました。さっと、机の下に潜ったようです。

廊下のにいた子たちは、しゃがんで放送を聞いていました。小さな学年の隣に寄り添う高学年の

姿。避難開始がはじまると、下の学年が優先だよ、と指示を出す高学年の姿。避難場所の体育館

には、全員が３分３６秒で非難できました。命に関わることは１００点で。しっかりと訓練でき

ました。 （９月７日 井栗小学校ブログより）

４日（火）JUDY TIME(６･５･４年) １３日（木）委員会 健康生活向上週間
５日（水）運動会予行練習 １８日（火）JUDY TIME(６･５･３・２年)
６日（木）クラブ 予行練習予備日 １９日（水）人権キャラバン
７日（金）５年生音楽祭撮影 ２０日（木）井栗っ子集会 クラブ

運動会前日準備 ２１日（金）就学時健康診断
８日（土）創立 120周年記念大運動会 ２５日（火）JUDY TIME(６･５･４年)
９日（日）運動会予備日 学園防災訓練

１１日（火）振り替え休業日 ２７日（木）全校集会
１２日（水）２年生校外学習 ２８日（金）芸術鑑賞２・３限 全校５限

１年生三小交流会

授業参観、ありがとうございました！

避難訓練を実施しました。

四つ葉学園陸上記録会壮行会

１０月の行事予定

井栗小 アラカルト


